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警告！ 

60 ボルトを超える AC 電源ケーブルや通信ケーブルには接続しないでください。 VDV II テスターが損傷し、ユーザー
に安全上の問題を引き起こす可能性があります。 

注意！ 

 プラグが不適切に圧着されたり、破損したり、圧着されていないと、VDV II テスターのポートが損傷する可能性があり

ます。テスターに挿入する前に、プラグの終端と圧着が適切であることを検査してください。 

ポートには 8 ポジション プラグを、6 ピン (VOICE) ポートには 6 ポジション プラグのみを使用してください。 

データ (8 ピン RJ) ポート

ON/OFFボタン 

画面 

VIDEOポート選択 

（ ▼）ボタン     

VOICEポートの選択 

（▲ ） ボタン 

デュアルポートリモート 

本体のVOICEポート 

同軸ケーブル用ストレージ 

子機 

３ 

DATAポート選択ボタン 

ツール/保存ボタン 

デュアルポートリモートユニット 

VOICE (6 ピン RJ) ポート

！

！ 

ビデオ (F‑Coax) ポート 

TONEボタン

デュアルポートリモート 

ユニットDATAポート 
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バッテリーを取り外す/挿入するには: 

●  電池カバーのネジを外し、電池カバーを裏側からテスター

電池蓋のネジ 
●  バッテリーを取り外したり挿入したりするときは、正し 
く接続しケーブルを挟まないように注意してください。

●  電池カバーとネジを取り付けます。 

テスターのスイッチをオンにするには: 

●  ディスプレイには 選択したポート また 
は DATA) が表示されます。

バッテリーカバー 

●  バッテリー残量低下インジケーターが表示された場合

は、バ ッテリーを新しい 9V バッテリーと交換する必要が

あります。

音声ポート 

選択された 

ビデオポート 

選択された 
データポート選択

された 

バッテリー 

低い 

インジケータ 

力 

メニュー。 

●  TOOLS/SAVE ボタンを押すたびに、次の設定に進みます。モデルに応じて利用可能な設定は

次のとおりです。 

• ポートの点滅、オンまたはオフ 

• NVP 設定 

• バックライトタイマー 

• 長さの単位、フィート/メートル 

• ワイヤーマップテストモード4ペアまたは2ペア 

• Bluetooth、オンまたはオフ 

●  または を押して、各オプションで使用可能なオプションを順番に切り替えます。設定。 

●  設定が完了するまでTOOLS/SAVE ボタンを繰り返し押します。 

インジケーターが消えます。 

４ 

設定 

インジケータ 

バックライト 

インジケータ 

（プラス/プロ）



ポート点滅 (Plus および Pro のみ) 

ON に設定すると、接続されたポートのリンク LED がゆっくり点滅し、スイッチ ポ ートの位置を視覚的に確認でき

るようになります。 VDV II をイーサネット デバイスに直接接続して、そのポートがリンク パルスに応答しているかどうかを

確認することもできます。 

●  ▼または▲ポート フラッシュをオンにするか (✔ 記号) を押します。 

●   アクティブなイーサネット ポート/ケーブルに接続します。 

●  スイッチのリンク LED が 2 秒間点灯、2 秒間消灯を繰り返します。 

●  ▼または▲ を押してポート フラッシュをオフにします (✔ 記号)。 

長さの校正（プロモデル） 

NVP (公称伝播速度) 値を調整します。 

▼または▲ボタンを使用して、TDR をテスト対象のケーブルの電気特性に設定します。 

ケーブルのデータシートから NVP 値を設定します。 データシートの場合 

は使用できません。少なくとも既知の長さのケーブルを接続してください。 

目的のテストポートまで 20 フィート/6 メートルの長さで、NVP を調整します。 

表示される長さはケーブルの長さと一致します。 遠端ケーブルを終端したり、リモートに 

接続したりする必要はありません。 

リモート。 

典型的な NVP  NVP 

電話 65 

RG59/RG6 82 

Cat 3 65 

Cat 5/5e/6/6A 68‑72 

Cat 7 79 

長さゼロ調整 (プロモデル) 

TDR 長は、 を押すと 0.0 に設定できます。 

+ + ボタンを同時に押します。これはケーブルを接続せずに

実行できるため、テスト中の測定長には接続されているすべてのケーブルが含まれます。 

または、パッチ コードを接続した状態で実行できるため、テスト中の測定長にはパッチ コードの長さが含まれません。 
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長さ校正（Plusモデル） 

▼または ▲ボタンを使用して pF (ピコファラッド) 値を調整し、テストするケーブルの特性に 

合わせて静電容量を調整します。 

あるいは、既知の長さのケーブル (少なくとも 20 フィート/6 m 長さ) を接続し、表示された長さがケーブル

の長さと一致するまで調整します。 

ケーブル。 

バックライト タイマー (Plus および Pro モデル) 

バックライト タイマーを 0 (オフ)、10、30、60、または 300 秒のステップで調整します。バックライトタイマー

はボタンを押すたびにリセットされます。 

イーサネット スイッチまたは PoE スイッチ/インジェクターに接続されている場合、バックライト タイマーは無効になります。 

長さの単位 (Plus および Pro モデル) 

▼または ▲ボタンを使用して、長さの測定値をフィート (ft) とメートル (m) の間で切り替えます。 

2ペアまたは4ペアテスト（プロモデル） 

VDV II Pro は 4 ペア ケーブル (デフォルト設定) または 2 ペア ケーブルをテストするように設定できます。 

2 ペ ア モ ー ド で は 、ピン  1 、2 、3 、6  が 接 続 さ れ て い る 場 合 、テストは合格します。  

RJ45‑M12 パッチ コードを使用して産業用ケーブル配線をテストする場合は2ペア モードを 

使用する必要があります。 

• ▼または▲ を押して4PAIr モードと 2PAIr モードを切り替えます。 

Bluetooth設定 

▼または ▲ボタンを使用して Bluetooth 無線をONまたはOFFにします。 

テスターの一意の ID が画面の下部に表示されます。 

テスターのIDは テスターをTREND AnyWAREクラウドアプリに接続すると表示されます。 
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終了 

デュアルポートリモートユニットは、ジャック付きのテスターの下端に保管できます。 

保護のために内側に、またはテスターからパッチケーブルを取り外さずにパッチケーブルをテストするために外側に設置し、 

同 軸 リ モ ー ト ユ ニ ッ ト 用 の 内 部 ス ト レ ー ジ を 提 供 し ま す 。

デュアルポート 同軸 
子機 子機 

RJ45 
子機 

RJ45 
識別子 

#1 (標準) #1 (標準) #1 ～ 

12 
# 1 ～ 12 (オプション 

158050) 

#1 ～ 24 (オプション ‑ 158051) 

ワイヤーマップ/長さ/ID (オプション ‑ 158053) 

ワイヤーマップ/長さ/ID 

ワイヤーマップ/長さ/ID 長さ/ID 

接続 

ケーブルに接続し、正しく接続されていることを確認するには: 

● 正しいポート (VOICE、VIDEO、または DATA) を使用します。 

ケーブルコネクタのタイプに応じて。 (RJ11 RJ12 RJ14 または RJ25 コネクタには 

VOICE、F 75 Ω 同軸には VIDEO、RJ45 コネクタには DATA を使用します)。

● 対応するポートボタン (VOICE、VIDEO、またはデータ）。

● ディスプレイには選択したポートが表示されます。 

● ケーブルの一端を選択したポートに接続します。 

テスターとケーブルのもう一方の端をリモートユニットに接続 

識別とテスト、またはケーブル識別のみの識別子に。 

● ディスプレイには終端の種類が表示されます (リモート 

ユニットまたは識別子) と識別を支援するその番号多
数の異なる終端が使用されている場合。 

私たちに頼ってください 7
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子機 

インジケータ 

終了番号

識別子 

インジケータ 



ケーブルテスト 

ケーブルをテストするには: 

ケーブルをテスターと 音声– ピン 1、2、3、4、5、6 が表示されます 

前述の適切なリモートユニットを選択してください。 VIDEO – S とピン 1 が表示されます 

● ケーブルテストは継続的に実行されます (TOOLS/SAVE モード

または電圧が検出された場合を除く)。ケーブルテストを開始

または停止する必要はありません。 

データ– ピン 1、2、3、4、5、6、7、および 8 

示されています。シールドがある場合は S が表示されます。 

接続されています。 

ケーブル テストの結果は、2 つの方法を使用して表示されます。 

下半分の数字の行 

画面。一番上の行の数字は、近端のピンを指します。数字 

下の行の数字は、 

遠端のピン。表示される番号は、遠端のどのピンが接続されているかを示します。 

ニアエンドのどのピンまで。開回路と短絡回路が表示されます。複数 

が表示され、 S (シールド) は使用中のポートによって異なります。 
短絡は順番に表示されます。 

スプリットペアテスト: スプリット ペア テストを無効または有効にするには: 

！スプリットペアの横に が表示されます

テストが無効になっている場合。 

ネットワークモードボタンを長押しします設

定を変更するには、2 秒間押します。 

● スプリット ペア テストが有効な場合、スプリット ペアによりテストが失 

敗します。 

● スプリット ペア テストが無効になっている場合、スプリット ペアによってテ

ストが失敗することはありません。 

いつ表示されますか 

テストは失敗しました 

いつ表示されますか 

テストに合格しました 

を示す 
ピン 4 とピン 5 が逆に

なっています 
を示す 

ピン 8 がオープンである

ことを示します 
シールドとピン 1、2、3 が正しく 

接続されていることを示します 

クロスオーバー (アップリンク ケーブル) 

点滅するとき 

が検出された場合に表示します (テストは失敗しません) 
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長さの測定 (PLUS および PRO モデル) 

ケーブルの長さを測定するには: 

ケーブルをテスターに接続します。 

●  ディスプレイにはケーブルの長さが表示されます。 現在選択

されているポートの選択ボタンを押して順に選択します。 

●  表示が変わり、ケーブル全

体の長さ、またはケーブル内の

個々のペアの長さ。 

●  Pro モデルでは、終端ペア、オープンペア、ショートペアまでの距離が表示

されます。 

●  Plus モデルでは、距離が表示されます。ペ

アを終了してオープンしました。 

●  個々のペアの長さは異なることが多く、ケーブル全体よりも長くなる場合

があります。 

内部のねじれ構造のため。 

●  全長設定が の場合 

選択すると、必要に応じてケーブル内の最も短いペアの長さが表示さ

れます。 

TIA および ISO ケーブル規格。 

●  個々のペアの長さを調査することにより、ケーブルの障害を見
つけることができます。 

最も短いペアの長さ

 

ペアの長さ 3-6 ペアの長さ 1‑2 

イーサネットサービス検出 (プロモデル) 

VDV II Pro は、アクティブなイーサネット ポートに接続されている場合、

最大リンク速度 (100M/1000M/2.5G/5G/10G) を表示します。 

イーサネット ポートがアクティブな場合、PoE インジケータ

と電圧が表示されます。 

PoE。 

注記： P o E  ディスプレイは次のことを示しています。  

P o E  が回線上に存在しますが、これはPo E負荷テスト  

ではありません。  

マックス 

イーサネット 

スピード 
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電圧測定（プロモデル） 

電圧が約より大きい場合 

いずれかのピンで 2 ボルトが検出され、ケーブルのテストと長さの
測定が行われます。 

ありえない。 Pro モデルでは、該当する場合、存在する 

電圧と、それらの電圧が示すサービスの種類に関する情報が表示され

ます。 

ディスプレイには検出された電圧が表示されます 

およびそれが存在するピンと極性。状況に応じて、 

ポートとピンの電圧に加えて、サービスのタイプも表示されます 

ケーブル上で検出されました。 

ポート サービス 電圧 ピン 

声 PBX >30v 3‑4 または 2‑5 

データ 

PoE 

PBX 

(前のセクションを参照) 

>30v 4‑5 

ISDN >30v 3/6～4/5 

例 1 – 例 2 – 例 3 – 

PBXサービスがオンになっています 
ISDNサービスがオンになっています DATA 上の不明なサービス 

音声ポート データポート 

アナログ電話を示し
ます 

サービス（PBX） 

デジタル電話を示し 

ます 警告 

サービス（ISDN） 表示 

ピン 5 と比較してピン 2 
が 48 ボルトプラスであ
ることを示します 

ピン 3 と 6 がピン 4 と 5 に 

比べて 38 ボルトプラスで 
あることを示します。 

ピン 1 がピン 7 と比較し
て 23 ボルトプラスである
ことを示します 
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● トーンが適用されるピン 

TONEボタンを押します。 
番組 
トーンタイプ 

●TONEボタンを押すたびに音色の種類が変わります。 

トーン生成はケーブルの遠端から制御でき、 

正しいケーブルが接続されていることを確認する 

追跡した。 

トーンジェネレータがアクテ 
ィブです 

ピンを表示します 
その口調は 
に適用されます 

アナログトーンがアクティブ

トーンジェネレーション 
VDV II は、互換性のあるトレース プローブ (TREND から入手可能) と一緒に使用できます。 

NETWORKS) を使用してケーブルを識別し、追跡します。 VDV II は、ピンのさまざまな組み合わせでさまざまなタイプのトーンを生成で

きます。トーンのタイプとピン接続の選択は、実験によって決定するのが最適です。 

特定のプローブとケーブルの組み合わせで最良の結果を達成するには。 

トーン生成をオンにするには: 

TONEボタンを押します。 

● 現在選択されている音色タイプは、 

現在選択されているポートの現在選択されているピンで生成されま

す。 

● トーンの生成は、電源がオフになるまで、または最大 144 分間継続します。 

トーンが適用されるポートを変更するには、次の手順を実行

します。 

希望のポート選択ボタンを押します。 

● トーンは選択したポートに適用されます。 

そのポートで最後に使用されたトーン タイプとピン設定を使用します。 

トーンの生成を制御するには遠

端: 

間を短時間短絡させます。ケ

ーブルの2本のワイヤー。 

● トーンの音が変わります。トー

ン生成をオフにするには: 

TONEボタンを長押しします。 

●  トーンの生成が停止し、通常のケーブル テストが再開されます。 

トーンのピンを変更するには 

に適用されます： 

現在選択されているポートのポート選択ボタンを押します 

トーンが適用される

ポートを表示します デジタルトーンア 

クティブ 
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ポート点滅 (PLUS および PRO モデル) 

イーサネット設置の正しいケーブル接続の確認を支援するために、VDV II Pro は 

ケーブルの一端でのイーサネット信号により、デバイスのポート LED が点灯します。もう一

方の端に接続してフラッシュします。 

ポート点滅は、DATA モードが選択されている場合にのみ使用できます。 

イーサネット 

デバイス 

インジケータ 

ハブの点滅をオンにするには: 

イーサネットデバイスインジケーターが表示されるまで、TOOLS/SAVE ボタンを押します。 

点滅します。 

▼または　▲を押します 

• ポート点滅がオンになると、シンボルが表示されます。

• イーサネットデバイスインジケータのポートセグメントが点滅します。 

ポート 

セグメント  

• ポートの点滅は、スイッチがオフになるまで、または最大で１４４分

• ポートの点滅をオフにするには: 

TOOLS/SAVE ボタンを押します。 

• イーサネット デバイス インジケータ ポート セグメントの点滅が止まります。 

• ポートの点滅が停止します 
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TREND ANYWARE CLOUD アプリでの VDV II の使用

VDV II テスターを TREND AnyWARE Cloud App と併用すると、テスト結果を保存し、TREND AnyWARE Cloud にアップロー

ドしてプロジェクトを管理し、レポートを生成できます。 

プロセスの概要 

● Apple App Store または Google Play ストアから TREND AnyWARE Cloud アプリをダウンロードしま

す。AnyWARE Cloud アカウントにサインインします。 

新しいユーザーはアプリで新しいアカウントを作成できます。 

● テスターを AnyWARE Cloud App にペアリングします 

● VDV II をテスト対象のケーブルに接続します。 

● VDV II から結果が保存される AnyWARE Cloud App に結果を送信します。 

●  完了したジョブを AnyWARE Cloud にアップロードし、結果を表示および整理できます。 

●  ジョブまたは個々のテスト結果のテスト レポートを生成します。 

TREND AnyWARE Cloud にログインするか、無料アカウントを作成します 

既存のアカウントを使用する AnyWARE 

新しい AnyWARE アカウントを作成する 

接続されたテスターは自動的に AnyWARE アカウントに登録され、すべてアップロードされます結果は

このアカウントに送信されます。 
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VDV II によって保存されたすべてのテストは、アプリへのログインに使用されるアカウントにアップロードされます。既存の AnyWARE Cloud アカウントをお持ちで、

そのアカウントにテストをアップロードする場合は、その AnyWARE Cloud アカウントのユーザー名とパスワードを入力します。 

●  ログインすると、アプリはデフォルトでホーム画面に表示され、テスターの検索を開始します。 

テスターとアプリをペアリングする 

●  テスターの電源を入れ、Bluetooth が有効になっていることを確認

します。 

オン。 

テスターがアプリにペアリングされました 

アプリに正常に接続されると、テスターの写真とそのデバイス ID がホ

ーム画面に表示されます。 

●  ID 41ff のデバイスは検出されましたが、検出されませんでした

接続されています。 

●  デバイス ID をタップしてアプリとペアリングします。 

テスターは、ログインに使用される AnyWARE Cloud アカウントに自

動的に登録されます。 
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新しいジョブを作成する 

●  「ジョブ」ボタンを押してジョブを開きます 

画面。 

●  + を押して新しいジョブを作成します。名前は次のとおりです。 

ジョブリスト 

「ジョブ」画面にはジョブのリストが表示されます。 

各ジョブのテスト数、アップロード ステータス、最終更新日時。 

最大 25 文字まで。アプリには最大500件のジョブを保存で 

きます。 

●  名前を入力し、「ジョブの作成」を押します。 

オペレータ名の設定 

●  オペレーター ボタンを押して、オペレーターの名前を設定します。 

●  オペレーターの名前が画面に表示されます。 

テストレポートはアプリに保存されます。 

15 



+ 

テスト設定 テストに写真を追加する 

●   [スタート] ボタンを押して、テスターからのテストの保

存を開始します。

● 記録に写真を追加できます 

テストを保存する前でも後でも、 

● ジョブ名をタップして、テストが保存されているジョブを

選択します。 

●  保存する次のテストの ID を入力します。 

新しいテストが保存されるたびに ID が自動的に増加し

ます

ジョブがクラウドにアップロードされる前に。 

ボタンを押して電話から既存の画像を選択するか、カメラを

使用して新しい写真を撮ります。 

●   オプションでケーブルにテキストを入力します 

「情報」フィールド。 このテキストが表示されます 

レポートでテストされたケーブルの種類を特定します。 

●   テストを保存する前または後に画像を記録に追加できます

が、ジョブがクラウドにアップロードされる前に。   ボタン

を押して既存のものを選択します。 

携帯電話から画像を取得するか、カメラを使用して新しい 

写真を撮ります。 
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AnyWARE アプリへのテストの保存 

●  VDV II をケーブルまたは PoE に接続し

ます。リンクをテストし、結果を待ちます 

画面に表示されます。 

●    アプリのスタート画面に変更します。 

ジョブを削除する 

● 「ジョブ」をタップしてジョブリストを表示します。 

●  ジョブ名を右にスワイプして削除します。

●   保存を押します テスターのボタン 

2秒間。これにより、現在の値が送信されます 

テスト結果をアプリに送信し、記録を保存します。 

●   テスト ID とジョブ名は次のようになります。 

 

ジョブを削除すると、テストがアプリから完全に削除さ 

れます。アップロードテストが残っている 

アプリから削除されるとクラウド上に保存されます。 

テスト時にアプリに表示される保存されました 

保存された結果の表示 

● [ジョブ] をタップしてジョブ リストを表示します。のリスト 

●   テスト ID の最後の数字/文字は、 

増分すると、アプリは保存する準備が整います。 

ジョブには現在のテスト数が表示されます 

各ジョブに保存されます。 

●  横に矢印が付いた青い雲 

ジョブ名は、ジョブに含まれる内容を示します。 

にアップロードされていないテスト 

AnyWAREクラウド。 

● ジョブ名をタップして、保存されているテストを表示します。 

仕事で。 

私たちに頼ってください 17 
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テストリスト 試験情報 

● テストリストには、テスト ID、日付/時間、テストの ● ジョブが AnyWARE にアップロードされる前 

種類、および該当する場合は合否結 果。ワイヤーマップ テストと 

PoE テストのみが合否結果を表示します。

クラウド、テスト情報のみであり、テスト

結果が入手可能です。 

ジョブが AnyWARE にアップロードされた後 

● テスト ID をタップしてテスト情報を表示します。 クラウド、結果は処理され、 

AnyWARE アプリで表示できます。 

● AnyWARE Cloud にアップロードする前に、 

テスト ID は、右上隅の編集ボタンをタップして変更できます。 

● 「ジョブ」をタップしてジョブリストを開き、移動します。 

現在のテストを別のジョブに変更します。 

● 下の画像をタップして追加または変更しますテ

ストIDに添付された画像。 

● 右下のゴミ箱をタップします 

テストを削除するコーナー。 
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AnyWARE クラウドへのテストのアップロード アップロードされたテスト結果の表示 

Wi‑Fiまたはモバイルデータ接続が必要です 

結果をアップロードするには 

● 横にある青いアップロードアイコンをタップします

● ジョブが AnyWARE にアップロードされた後

クラウド上でテスト結果を閲覧できる 

アプリ。 

そのジョブのみを AnyWARE Cloud にアップロード

するためのジョブ名。 

● 「すべてアップロード」をタップして、アプリからすべてのジョブを

AnyWARE Cloud にアップロードします。 

● テスト結果は読み取り専用であり、テ

スト後に変更される 

AnyWARE クラウドにアップロードされます。 

● ジョブがアップロードされると、矢印はすべてを示すチェックマークに

変わります。

ジョブ内のテストがアップロードされます。 
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AnyWARE Cloud でアップロードされたテスト結果を表示する 

● AnyWARE Cloud にログインして、アップロードされたテスト結果を表示します。 

www.anyware.trend‑networks.com 

● ジョブ ツリーとジョブのリストは、デフォルトでは最新の順に一番上に表示されます。 

● ツリーまたは青いボックス内のジョブ名をクリックしてジョブを開き、テスト結果を表示します。

20 

http://www.anyware.trend/


AnyWARE Cloud でアップロードされたテスト結果を表示する 

● テスト ID をクリックして詳細な結果を開きます。 

テストを構造化要素に編成する 

● 以下の例では、テスト ID にパネル名とポート番号のラベルが付けられています。 

構造化されたケーブル配線コンポーネントをジョブ ツリー内に作成して、テスト結果を論理レベルに整理し、データの構成を改善でき

ます。 

私たちに頼ってください 21 

21 



構造化ケーブルコンポーネントをジョブツリーに追加する 

● コンポーネントを追加するジョブ名を右クリックします。

● 「追加」をクリックし、ジョブ名の下に追加するコンポーネントを選択します。

● 新しい要素の名前を入力し、「保存」をクリックするか、Enter キーを押します。 

必要に応じてこのプロセスを繰り返し、目的の構造化ケーブル コンポーネント ツリーを作成します。 

注意: 要素は、最大から最小の順にネストできます。たとえば、パネルは次のようになります。建物の下

に作成されます。パネルの下に建物を作成することはできません。 
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テストをコンポーネントに編成する 

● 移動する各テストの横にある選択ボックスをクリックして、移動するテストを選択するか、

ページの上部にあるボックスを使用して、現在のページにあるすべてのテストを選択します。 

● テストの範囲を選択するには、最初のテストの選択ボックスをクリックし、Shift キーを押しながら、

最後のテストの選択ボックスを使用して、その間のテストを選択します。 

● マルチテスト セレクター アイコンをクリックして、テストを移動するコンポーネントまでドラッグします。 

● テストは新しいコンポーネントに移動し、黒いヘッダー バーに名前が表示されます。 

テストが配置されているコンポーネントの。 
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テストレポートの作成 

注意: テスト レポートを生成するには、アカウントに少なくとも 1 人の顧客を作成する必要があります。使用左上隅のメニュー 

ボタンをクリックし、[顧客] を選択して顧客をアカウントに追加します。 

● 選択項目を右クリックして、ジョブまたはコンポーネント内のすべてのテストのレポートを作成します。 

報告されること。 「下位レベルのレコードを含める」が選択されている場合、選択したコンポーネントの下位レベルにあるコンポーネント内の 

すべてのテストがレポートに含まれます。 

● 各テストの横にあるボックスを選択して、個々 のテストのレートを作成し、画面上部のオレンジ色のレポート アイコン。 

 ジョブ リストからジョブ全体のレポートを作成するには、ジョブ リストの下にある [レポートの作成] アイコンをクリックします。 
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テストレポートの名前を入力します。デフォルト名は、「レポートの作成」が選択されたときにアクティブだったジョブの名前です。 

必要に応じて名前を編集し、「続行」をクリックして完了します。 

残りのレポートオプション。 

テストレポートを見る 

● 左上隅にあるメニュー ボタンをクリックします。 

●  「レポート」をクリックして、AnyWARE Cloud アカウントで利用可能なレポートを表示します。 

クリック 
アイコンをクリックすると、新しいブラウザー タブでレポートの PDF が開きます。 

注意: ポップアップ ブロッカーは、新しいタブが開かないようにする場合があります。 
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レポートの電子メール送信 

● レポート名の横にあるチェックボックスをクリックして、1 つ以上のレポートを選択します。 

● クリック 
アイコンをクリックし、セミコロン「;」で区切って 1 つ以上の電子メール アドレスを入力します。 ”。 

AnyWARE Cloud は、レポートをダウンロードするためのリンクを含む電子メールを各受信者に送信します。 

AnyWARE アカウントからのテスターの削除 

別の AnyWARE Cloud アカウントでテスターを使用するには、まず現在のアカウントからテスターを削除する必要があります。

アカウント。 

● をクリックして「デバイス」を選択します。 

● 削 除するテスターを選択し、ゴミ箱アイコンをクリックして、デバイスをテスターから削除します。 

アカウント。 
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